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「健やかな
未来のために 2011年資0がお征藤ス1毒||ガン決ま|る
がん検診」1暴野の1河纂崎さ141申1彩ゆ市撃|さん●2人|が1同|じ|ス●|■|ガン

2011年度の日本対がん  応募。審査委員会で優秀賞
協会のがスυ征圧スローガン  に選ばれました。がん征圧
が決まりました。最優秀賞  月間の9月 に鹿児島市で開
は「健やかな 未来のため  催される「がん征圧全国大
に がん検診」。山形県結  会」で表彰されます。
核成人病予防協会 (山形県   日本対がん協会が全国の
支部)の市田直美さんと、  支部に公募したところ、147
長野県健康づくり事業団  の作品が寄せられました。
(長野県支部)の河原崎清  東日本大震災前の募集でし
栄さんの2人が同じ作品を  たが、対がん協会内の審査
灯
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鬱優秀作品は次の通りです。(応募者の敬称略)菫

量 「受けておこう 元気なときこそ がん検診」 鸞
曇             (青 森 小野里子)量
菫 「始めよう 未来へ繋がる がん検診」    量

警 「がん検診 受けて始まる がん予防」    鬱
量             (長 崎 千場知美)鬱
懲 「がん検診 受けて安心 あなたの未来」   警
置            (鹿 児島 関根正三)菫
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首都圏を中′さに子宮頸が

んの啓発活動を行っている

「リボンムーブメント」の

女子大生たちが、子宮頸が

ん啓発冊子「yell(エー

ル)」 をつくった=写真。

昨春作成した「Teal」 に

続く第2弾。同世代に向け

たメッセージで、子宮頸が

んについて分かりやすく解

説しているとともに、ふだ

んから婦人科に気軽にかか

って健康を保つよう、アド

バイスしている。

テーマは「今のわたしが

未来を生きる」。いま健康

を守っておかないと将来の

自分がどうなるか。それを

考えてもらおうという狙い

で、健康づくりを「応援」

している。

20代で子宮頸がんを体

験した阿南里恵さんに取材

し、告知のことや(治療の

ことなどを紹介。「みんなに

も先々の幸せを考えてもら

いたい」という阿南さんの

強い願いを込めている。

日々、子宮頸がんの治療

にあたっている宮城悦子・

横浜市立大学病院化学療法

センター長や、各国の子宮

頸がん対策を研究している

シャロン・ハンリー日本赤

十字北海道看護大学准教授

にもインタビューしてい

る。リボンムーブメントの

メンバーの女子大生4人が

「素敵な女性になる」こと

についてデイスカッシヨン

したり、婦人科を受診した

「ルポ」を掲載したりして

いる。

女子大生たちは、この冊

子を今春入学する大学生た

ちに配布し、子宮頸がんに

んの原因となるヒトパピロ

ーマウイルス (HPV)に
見立てた金平糖を、子宮頸

がん啓発のティール&ホワ

イトリボンをあしらってい

る。問い合わせは、日本対

がん協会子宮頸がんキャン

ペーン係 (電話03-5218-

4771)へ。

ついて知って

もらう活動を

行う。

「yell」 は、
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ジ。表紙 に

は、その形か

ら、子宮頸が

委員会では、震災を配慮し

たほうがいいのでは、とい

う声もありました。こうした

点を踏まえ、審査委員会で

厳正な投票を行った結果、

市田さんと,可原崎さんがそ

れぞれに応募された作品が

最優秀に決まりました。

リボンムープメントが新たな子宮頸がん啓発冊子

大学の新入生ら:こ配布ヘ


